
　昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
は
ハ

ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
の
日
で
す
。太

平
洋
戦
争
の
始
ま
り
で
し
た
。

　そ
の
年
の
春
に
私
は
山
口
高
女

に
入
学
。こ
の
学
校
に
併
設
の
同

窓
会
館
要
会
館
内
に
県
立
大
学

の
前
身
、山
口
女
子
専
門
学
校
が

創
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　以
来
、生
徒
・
学
生
・
助
手
・
教

師・同
窓
会
と
実
に
長
い
ご
縁
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。感
無
量
で
す
。

　山
口
市
湯
田
出
身
の
中
原
中

也
は
第
一
詩
集『
山
羊
の
歌
』の

「
初
期
詩
篇
」の
中
で
次
の
よ
う

に
歌
い
ま
し
た
。「
帰
郷
」の
終

章
、三
連・四
連
で
す
。

　こ
れ
が
私
の
故
里
だ

　さ
や
か
に
風
も
吹
い
て
ゐ
る

心
置
な
く
泣
か
れ
よ
と

　
　
　年
増
女
の
低
い
声
も
す
る

　あ
ゝ
　お
ま
へ
は
な
に
を
し
て
来

　
　
　 た
の
だ
と…

…
　吹
き
来
る
風
が
私
に
云
ふ

　中
也
は
こ
の
よ
う
に
早
い
段
階

か
ら
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
て
い

た
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　彼
が
三
十
年
の
短
い
人
生
を
駆

け
抜
け
た
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と

私
は
た
だ
茫
然
と
し
て
し
ま
い
ま

す
。「
何
を
し
て
来
た
？
」と
問
う

て
、そ
の
返
事
は
、な
か
な
か
戻
っ
て

来
ま
せ
ん
。

　私
の
長
い
生
涯
の
中
で
敗
戦
と

新
型
コ
ロ
ナ
禍
こ
そ
は
予
期
せ
ぬ
重

大
事
で
す
。そ
こ
で
こ
の
二
つ
を
大

切
に
自
ら
振
り
返
る
時
と
捉
え
、

生
き
る
糧
に
と
決
意
し
ま
し
た
。

　十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
大
学
創

立
八
十
周
年
公
開
講
座
の
主
題
は

「
大
学
を
哲
学
す
る
」で
、結
論
は

「
考
え
、学
び
、生
き
切
る
」で
し

た
。若
い
卒
業
生
と
の
討
論
は
驚
く

ほ
ど
に
聡
明
で
新
鮮
で
し
た
。

　そ
の
喜
び
を
、さ
や
か
に
吹
き
来

る
風
と
共
に
お
届
け
致
し
ま
す
。

　皆
様
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。再
び

お
目
に
か
か
れ
語
り
合
え
る
日
を
‼

（
昭
和
23
年
国
語
卒
）

支部名

関　東

東　海

近　畿

広　島

四　国

北九州

福　岡

佐　賀

大　分

岩　国

柳　井

下　松

徳　山

防　府

山　口

萩

長　門

宇　部

小野田

下　関

支　部　長　名

椎木　正子

東　　淳子

中島　久実

金重　知子

村松　幸子

山本アンナ

原　　  朋子

松林　郁子

栗屋　文世

友田　芙美

福田　玲子

小田　玲子

藤井由美子

田村　敬子

岡村　郁子

藤井　郁子

中村　典子

野田　佑美

鈴木　寧子

田村　三代

(被服62)

(食管H4)

(食物46)

(被服58)

(食物35)

(被服59)

(国文50)

(児文62)

(国文44)

(食物33)

(国文55)

(院H29/児文56)

(院H28/国文45)

(国文H2)

(被服51)

(院H21/国文47)

(保育51)

(看護H16)

(生デH7)

(国文57)

支 部 長 連 絡 先 支部会員数（名）

276-0046

483-8065

664-0003

730-0835

770-8032 

807-0805

816-0943

849-1112

876-0843

740-0034

742-2301

743-0063 

745-0027

747-0064

753-0032

759-3112 

759-4103

755-0801

756-0067

751-0883

千葉県八千代市大和田新田911-11アルファグランデ緑が丘弐番館231

愛知県江南市高屋町旭 74-2

兵庫県伊丹市大野 3-45

広島県広島市中区江波南2-23-13ｴﾊﾞｰｸﾞﾘｰﾝ江波山605

徳島県徳島市北山町岩崎 6-2

福岡県北九州市八幡西区光貞台 2-9-15

福岡県大野城市白木原 5-1-13

佐賀県杵島郡白石町福田 1894-31

大分県大分市中島西一丁目5-10富国パルロイヤル中島西1502

山口県岩国市南岩国町 2-38-27

山口県大島郡周防大島町大字久賀5439-4

山口県光市島田 3-1-11       

山口県周南市糀町 1-3-1303 

山口県防府市高井 531-1-10A

山口県山口市堂の前町4-27-3F1000

山口県萩市大字下田万 1006-2

山口県長門市深川湯本420

山口県宇部市上条3丁目3-3-6

山口県山陽小野田市柿の木坂3-24-7

山口県下関市田倉504

740

135

691

720

333

435

446

135

303

238

219

347

394

528

1,561

202

155

793

224

482

桜圃会支部リスト  (令和3年11月24日現在)

編
集
後
記

　あ
い
も
か
わ
ら
ず
の
コロ
ナ
禍
で
は
あ

り
ま
す
が
、皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

誌
面
で
も
触
れ
て
い
る
通
り
、昨
年
五

月
に
山
口
県
立
大
学
は
創
立
八
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。卒
業
生
と
し
て
、こ

の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
時
に
会
報
編
集

に
関
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。只
ど
う
し
て
も
悔
や
ま

れ
る
の
は
、こ
の
喜
び
を
同
窓
生
の
皆
様

と
対
面
で
共
有
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

（
こ
の
状
況
下
で
す
の
で
、仕
方
が
な
い

の
は
甚
だ
承
知
で
は
あ
り
ま
す
が
。）

　前
回
、前
々
回
と
大
学
新
校
舎
の
完

成・運
用
を
誌
面
に
て
ご
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、今
年
四
月
か
ら
は
い
よ
い
よ

「
厚
生
棟
」の
運
用
が
始
ま
り
、福
利
厚

生（
食
堂・売
店
な
ど
）は
益
々
充
実
し

て
い
き
ま
す
。こ
の
状
況
が
落
ち
着
き

ま
し
た
ら
、是
非
と
も
活
気
づ
い
た
母

校
に
遊
び
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

（
小
橋
記
）

さ
や
か
な
風
を・・・・

　
　桜
圃
会
の
皆
様
へ

萩焼陶板壁画『昇陽』除幕式　　2021年（令和3年7月16日）
山口県立大学特別栄誉教授・萩焼作家　大和保男作　（於）桜圃会館ロビー

会
長

　福
田
百
合
子

ふ
る
さ
と

と
し
ま

謹んでご冥福を
お祈り申し上げます
◆教職員
旧教（名誉教授） 奥田　義博 R1.7.23
旧教（名誉教授） 西村　洋子 R2.4.8
旧教（名誉教授） 猪又　　徹 R2.７
旧教（名誉教授） 中山　英男 R2.11.30
旧教（名誉教授） 二五田公俊 R3.1.14
元学長（名誉教授）高山　　治　　　　  R3.1.30 
旧教 宇多　光雄 R3.2.9
　
◆会員
S20国文 登島貴美子 H30.4.20
S55被服 福田　静子　 H30.5.25
H11国際 笹田　晃代 H30.8
S58被服 友景美英子 R1
S30児童 片山　敏子 R1.10
S30食物 濱田由美子 R1.11.23
S29国文 松岡　智子 R2.4.21
S23養護教員養成所 山中　重子 R2.6.3
S29児童 伊藤　寿子 R2.6.4
S30国文 伊藤　昌子 R2.8
S24国語 吉川ツタヱ R2.8
S30国文 中村　廣子 R2.8.13
S23被服 田中八重子 R2.8.28
S55食物 飯田　敦子 R2.9.1
S31児童 信國　純子 R2.10.28
S28被服 有馬美津子 R2.11
S26児童 清原　昤子 R2.11
S25被服 伊丹美智子 R2.11.29
S34被服 中本　博子 R2.12.10
S26食物 吉田喜代子 R2.12.15
S29食物 田島志津子 R2.12.19
S26児童 磯山　百代 R3.1.9
S22保健 寺西　篤子 R3.1.12
S20裁縫 今田　麗子 R3.1.12
S27被服 植野ミドリ R3.1.31
S38被服 金井　艶子 R3.2.9
S24養護教員養成所 有吉ミキ子 R3.2.10
S32被服 高松　鍈子 R3.2.19
S31被服 宮﨑　吉子 R3.3
S31児童 波多野敦子 R3.3.2
S27被服 島村　渥子 R3.3.31
S25別科 盛山智代美 R3.4.3
S32被服 藤村　啓子 R3.4.19
S33児童 村田イツ子 R3.4.22
S31食物 三浦　邦子 R3.5.4
S31児童 井上　稔子 R3.7.21
S23国語 桑原　照子 R3.9.5
S23育児 松本美奈子 R3.9.26
S24生活 藤井　孝子 R3.10.29
S32被服 野村　京子 R3.11.8
S36被服 村田　宣子 R3.11.10
S19家事 橋本　富子 
S22育児 高橋　和子 
S24育児 日高　　良 
S24育児 藤川　玲子 
S25国語 田中　幹子 
S28国文 古谷　直子 
S28食物 田村沙河子 
S30食物 志田　玲子 
S33食物 水野　昌子 
S34保育 阿座上純子 
S34保育 中村躬枝子 
S36食物 阿土　瑩子 
S38保育 吉本　紘子 
S40国文 山内　和子 
S47国文 塩見るみ子 
H28大学院 岡本　勝利 

恩
師
を
偲
ん
で

　〜
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
〜

① 逝去年月

② 主な役職

③ 在職期間

①
　
令
和
３
年
１
月

②
　
山
口
女
子
大
学
学
長

　 

　
山
口
県
立
大
学
学
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
11
年
５
月
）

③
　
平
成
５
年
１
月
20
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
11
年
１
月
19
日

高
山

　治

①
　
令
和
３
年
１
月

②
　
山
口
女
子
大
学
家
政
学
部
栄
養
学
科
教
授

　 

　
附
属
図
書
館
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
８
年
３
月
）

③
　
昭
和
41
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
８
年
３
月

二
五
田
公
俊

①
　
令
和
２
年
11
月

②
　
山
口
女
子
大
学
家
政
学
部
食
生
活
科
学
科
教
授

　 

　
家
政
学
部
学
部
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
４
年
５
月
）

③
　
昭
和
34
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
４
年
３
月

中
山
英
男

①
　
令
和
２
年
７
月

②
　
山
口
県
立
大
学
生
活
科
学
部
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授

　 

　
生
活
科
学
部
学
部
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
23
年
５
月
）

③
　
平
成
３
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
19
年
３
月

猪
又

　徹

①
　
令
和
２
年
４
月

②
　
山
口
県
立
大
学
看
護
学
部
看
護
学
科
教
授

　 

　
看
護
学
部
学
部
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
14
年
４
月
）

③
　
平
成
７
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
14
年
３
月

西
村
洋
子

①
　
令
和
元
年
７
月

②
　
山
口
県
立
大
学
家
政
学
部
栄
養
学
科
教
授

　 

　
家
政
学
部
学
部
長

　 

　
学
生
部
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
９
年
４
月
）

③
　
昭
和
51
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
９
年
３
月

奥
田
義
博 （敬称略）
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昨
年
の
四
月
一日
に
新
図
書
館
が
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
て
、早
一年
近
く
が

経
ち
ま
し
た
。

　
新
図
書
館
の
特
徴
は
、開
放
的
な
ス

ペ
ー
ス
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
閲
覧
席
の

配
置
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
主
体
的
な

学
び
を
支
援
す
る
場
で
あ
る
ラ
ー
ニ
ン

グ
コ
モ
ン
ズ
、グ
ル
ー
プ
で
発
表
資
料
の

作
成
を
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
学
習
室

な
ど
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
す
。学
生

が
学
習・研
究
を
す
る
に
あ
た
り
、課

題
を
発
見
し
、そ
の
課
題
を
解
決
す
る

力
を
養
う
に
相
応
し
く
か
つ
居
心
地

の
よ
い
空
間
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、電
子
書
籍
の
導
入
に
よ
り
、学
習

や
教
育
研
究
に
必
要
な
資
料・情
報
を

て
い
る
小
川
仁
志
山
口
大
学
国
際

総
合
科
学
部
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
お
迎
え
し
、パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
福
田
百
合
子
桜
圃
会
会

長
、米
重
敏
明
氏（
社
会
福
祉
卒
）、

林
真
由
氏（
国
際
文
化
卒
）の
卒
業

生
三
人
が
登
壇
し
た
。

　
ま
ず
小
川
先
生
が「
哲
学
す
る
」

と
は
、世
間
の
常
識
や
思
い
込
み
を

改
め
て
吟
味
し
、自
分
の
考
え
を

見
直
し
て
み
る
こ
と
と
の
説
明
を

さ
れ
た
。そ
れ
を
受
け
、福
田
会
長

が「
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
。

生
き
る
こ
と
は
考
え
る
こ
と
。な
ぜ

な
ら
考
え
る
こ
と
で
自
分
自
身
を

確
認
で
き
る
。」「
自
然
を
見
て
四

季
を
感
じ
る
心
を
大
事
に
す
る
、

そ
の
心
を
表
現
す
る
ロ
ゴ
ス（
言

葉
）の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
学
び

で
あ
り
人
生
で
あ
る
。」と
述
べ
ら

れ
た
。米
重
氏
は「
楽
し
い
こ
と
関

心
の
あ
る
こ
と
を
す
る
中
で
知
識

や
経
験
を
得
て
お
り
、自
然
と
学

ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。」「
こ
う
あ

り
た
い
と
い
う
未
来
の
自
分
の
姿

を
考
え
、事
の
本
質
を
追
求
し
て
い

く
こ
と
が
い
い
人
生
に
結
び
つ
く
と

思
う
。」と
。ま
た
林
氏
は「
学
ぶ
こ

と
は
知
識
知
見
を
取
り
入
れ
、自

分
の
中
で
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
。

大
学
で
の
学
び
は
、社
会
で
の
実

践
、活
用
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。」

「
現
在
の
多
様
な
世
の
中
で
よ
り

良
い
人
生
を
送
ろ
う
と
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、そ
れ
が
人
生
の

第
一歩
だ
と
思
う
。」と
応
じ
た
。

　
対
話
の
の
ち
、こ
れ
か
ら
の
山
口

県
立
大
学
に
つ
い
て
、福
田
会
長
は

「
温
故
知
新
の
思
い
を
大
切
に
し
、

自
ら
が
考
え
行
動
し
表
現
で
き
る

人
が
育
つ
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。」と

思
い
を
述
べ
ら
れ
、最
後
に
小
川
先

生
が「
山
口
県
立
大
学
の
本
質
は

『
県
大
は
健
在
』」と
の一
言
で
山
口

県
立
大
学
の
営
み
を
表
現
し
、締

め
括
ら
れ
た
。

（
昭
和
60
年
児
童
文
化
卒 

大
前
記
）

　
学
生
は
と
い
う
と
、図
書
館
資
料

を
使
い
、パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
な
が

ら
、ま
さ
し
く
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学

習
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

二
〇
一九
年
に
立
ち
上
げ
た
学
生
協

働Y
PU

 LEC

に
参
加
し
て
、図
書

館
職
員
と
一
緒
に
、学
生
自
ら
が
企

画
立
案
し
た
事
業
を
実
施
し
て
、図

書
館
を
積
極
的
に
盛
り
上
げ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
は
人
類
の

知
の
宝
庫
、い
た
る
と

こ
ろ
に
、お
宝
と
お
宝

を
探
索
す
る
ル
ー
ト

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
み
な
さ

ま
も
、お
宝
を
探
し

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
昭
和
54
年
国
文
卒
）

　
さ
る
令
和
三
年
十
一
月
十
一
日
、北

キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
に
て
第
四
十
二
回

桜
圃
会
公
開
講
座
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

会
員
限
定
、リ
モ
ー
ト
聴
講
も
可
と
い

う
形
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
学
創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
て

改
め
て
山
口
県
立
大
学
を
考
え
よ
う

と
、公
共
哲
学
が
ご
専
門
で
哲
学
実

践
の
場「
哲
学
カ
フ
ェ
」を
主
宰
さ
れ

容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
特
に
展
示
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。桜
圃
寺
内
文
庫
所
蔵

資
料
の
定
例
展
示
に
加
え
て
，例
え

ば
、学
長
、副
学
長
、各
学
部
長
な
ど

十
六
名
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
付
き
お
す

す
め
本
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。学

生
か
ら
は「
普
段
読
む
こ
と
の
な
い

本
を
手
に
取
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
、実
際
お
す
す
め

本
が
何
人
も
の
学
生
に
借
り
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、こ
の
展
示

が
本（
著
者
）と
の
思
わ
ぬ
出
会
い
の

場
と
な
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。　

　
も
う
一つ
の
新
し
い
試
み
は
、同
じ

大
学
に
い
な
が
ら
あ
ま
り
よ
く
知

ら
な
い
他
学
科
等
の
活
動
内
容
を

知
る
場
と
な
る
べ
く
、学
科
等
の
展

示
を
月
替
わ
り
で
開
催
し
た
こ
と

で
す
。

　
さ
ら
に
、図
書
館
と
芸
能
サ
ー
ク

ル『
結‒

Ｙｕ
ｉ‒

』と
の
コ
ラ
ボ
企
画

「
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」を
開
催
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、郷
土
文
学
資
料
セ
ン

タ
ー
所
蔵
資
料
展
示
の一環
と
し
て

開
催
し
た
も
の
で
、本
学
が
所
蔵
す

る
貴
重
な
資
料
を
知
る
き
っ
か
け

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

図
書
館
長

　
　安
光
裕
子

　
中
学
生
の
時
、飛
び
込
み
事
故
に

よ
り
、頚
椎
を
損
傷
、以
後
、車
椅

子
生
活
と
な
る
。

　
大
学
卒
業
後
、医
師
会
病
院
に

四
年
間
勤
務
、二
十
七
歳
で
独
立

し
、株
式
会
社
テ
ィ
エ
ラ
を
設
立
す

る
。

　
現
在
は
、別
会
社
も
含
め
、福
祉

や
環
境
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
な

ど
の
事
業
を
展
開
し
、幅
広
く
活
躍

し
て
い
る
。

　
　平
成
十
三
年
三
月

　

　
　山
口
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部

　
　社
会
福
祉
学
科
卒
業

桜
圃
会
第
四
十
二
回
公
開
講
座

山
口
県
立
大
学
全
学
客
員
教
授
特
別
講
義

山
口
県
立
大
学
創
立
八
十
周
年
記
念

山
口
県
立
大
学
を
哲
学
す
る

　〜
「
学
ぶ
」
を
い
か
に
「
生
き
る
」
に
繋
げ
る
か
〜

新
図
書
館

　グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年

　ー
資
料
・
情
報
と
の
多
彩
な
出
会
い
の
場
の
創
出
ー

山
口
県
立
大
学
生
活
協
同
組
合

　理
事
長

　
　人
見
英
里

山
口
県
立
大
学
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　（
県
大
生
協
）
の
設
立
に
つ
い
て

人　事　異　動

■役員
就任

　渡邉　隆之  専務理事兼事務局長

退任

　河村　邦彦  専務理事兼事務局長

■教員
採用
　岩中　貴裕  国際文化学部教授

　唐田　順子  看護栄養学部教授

　横田　　恵  看護栄養学部准教授

　髙田　千鶴  看護栄養学部講師

退職

　田中　菜採  国際文化学部講師

　前田　哲男  社会福祉学部教授

　岩本　絢子  社会福祉学部助手

　藤村　孝枝  看護栄養学部教授

　中村　仁志  看護栄養学部教授

　太田　友子  看護栄養学部講師

■事務職員
採用

　福本　　肇  総務部長（県から派遣）

　廣島　　愛  教育研究支援部教務部門主任

　高木　栄徳  学生部入試部門主事

　高夫　佳奈  学生部学生支援部門主事

退職

　楠藤　幸雄  法人経営部長（県へ復帰）

　五十部奈緒美  学生部学生支援部門主事

　
本
学
は
二
〇
二一年
五
月
に
創
立

八
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。本
学

の
福
利
厚
生
は
、売
店
、書
店
、食
堂

の
各
事
業
者
の
皆
様
を
は
じ
め
多

く
の
皆
様
が
、県
大
を
我
が
大
学
と

思
い
、学
生
を
我
が
子
と
思
う
あ
た

た
か
い
思
い
や
り
の
心
で
育
ん
で
く

だ
さ
る
こ
と
で
為
さ
れ
て
参
り
ま

し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
時
代
は
進
み
、

二
〇
二
〇
年
九
月
に
は
新
キ
ャ
ン
パ

ス
構
想
の一
環
と
し
て
全
て
の
学
部

が
北
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。現
在
は
二
〇
二
二

年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
食
堂

と
売
店
の
入
る
厚
生
棟
の
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
そ
こ
で
、二
〇
二
二
年
度
か
ら
の

学
生
・
教
職
員
の
福
利
厚
生
事
業

（
食
堂
事
業
、売
店
事
業
及
び
厚
生

事
業
）を
担
う
組
織
と
し
て
、大
学

生
活
協
同
組
合
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
計
画
し
準
備
を
す
す
め
て
参

り
ま
し
た
。在
学
生
及
び
教
職
員

に
募
っ
た
生
協
設
立
賛
同
署
名
は
、

一
〇
五
三
筆
に
達
し
、大
学
全
構
成

員
の
七
三
％
か
ら
設
立
へ
の
賛
同
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
を

受
け
て
二
〇
二
一
年
十
一
月
に
は
創

立
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
山
口
県
立

大
学
生
活
協
同
組
合
」（
略
称
：
県

大
生
協
）が
発
足
致
し
ま
し
た
。今

後
、本
学
の
学
生・教
職
員・生
協
職

員
か
ら
構
成
さ
れ
る
理
事
会
に
よ
っ

て
生
協
は
運
営
さ
れ
て
参
り
ま
す
。

　
大
学
生
協
は
大
学
の
福
利
厚
生

事
業
の
担
い
手
と
し
て
食
堂
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
だ
け
で

な
く
、大
学
で
の
教
育・研
究
の
た
め

に
も
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
ま

す
。私
た
ち
も「
生
協
が
あ
っ
て
良

か
っ
た
」と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、学

生・教
職
員
に
寄
り
添
え
る「
県
大

な
ら
で
は
の
生
協
」を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
般
、桜
圃
会
の
皆
様
か
ら
食
堂

で
使
う
ト
レ
ー
を
ご
寄
付
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
、こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。会
員
の
皆

様
も
来
学
の
際
に
は
是
非
、新
厚
生

棟
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
看
護
栄
養
学
部 

栄
養
学
科 

教
授
）

ま

　ゆ

ケ
ン
ダ
イ

ケ
ン
ザ
イ

公
開
講
座

　パ
ネ
リ
ス
ト
紹
介

米
重
敏
明

　
在
学
中
は
、国
内・国
外
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
参
加
、文
化
交
流
や
文

化
変
容
に
つ
い
て
学
び
、異
文
化
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
身
に
つ
け
た
。

　
卒
業
後
は
、ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
進
研
ア
ド
に
入
社
、高

等
教
育
機
関
に
お
け
る
広
報
支
援

や
、高
大
接
続
領
域
に
関
す
る
教

育・学
習
支
援
を
中
心
に
、九
州
エ

リ
ア
の
大
学
等
の
支
援
事
業
に
携

わ
って
い
る
。

　
　平
成
三
十
一
年
三
月

　
　山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部

　
　国
際
文
化
学
科
卒
業

林

　真
由
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昨
年
の
四
月
一日
に
新
図
書
館
が
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
て
、早
一年
近
く
が

経
ち
ま
し
た
。

　
新
図
書
館
の
特
徴
は
、開
放
的
な
ス

ペ
ー
ス
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
閲
覧
席
の

配
置
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
主
体
的
な

学
び
を
支
援
す
る
場
で
あ
る
ラ
ー
ニ
ン

グ
コ
モ
ン
ズ
、グ
ル
ー
プ
で
発
表
資
料
の

作
成
を
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
学
習
室

な
ど
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
す
。学
生

が
学
習・研
究
を
す
る
に
あ
た
り
、課

題
を
発
見
し
、そ
の
課
題
を
解
決
す
る

力
を
養
う
に
相
応
し
く
か
つ
居
心
地

の
よ
い
空
間
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、電
子
書
籍
の
導
入
に
よ
り
、学
習

や
教
育
研
究
に
必
要
な
資
料・情
報
を

て
い
る
小
川
仁
志
山
口
大
学
国
際

総
合
科
学
部
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
お
迎
え
し
、パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
福
田
百
合
子
桜
圃
会
会

長
、米
重
敏
明
氏（
社
会
福
祉
卒
）、

林
真
由
氏（
国
際
文
化
卒
）の
卒
業

生
三
人
が
登
壇
し
た
。

　
ま
ず
小
川
先
生
が「
哲
学
す
る
」

と
は
、世
間
の
常
識
や
思
い
込
み
を

改
め
て
吟
味
し
、自
分
の
考
え
を

見
直
し
て
み
る
こ
と
と
の
説
明
を

さ
れ
た
。そ
れ
を
受
け
、福
田
会
長

が「
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
。

生
き
る
こ
と
は
考
え
る
こ
と
。な
ぜ

な
ら
考
え
る
こ
と
で
自
分
自
身
を

確
認
で
き
る
。」「
自
然
を
見
て
四

季
を
感
じ
る
心
を
大
事
に
す
る
、

そ
の
心
を
表
現
す
る
ロ
ゴ
ス（
言

葉
）の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
学
び

で
あ
り
人
生
で
あ
る
。」と
述
べ
ら

れ
た
。米
重
氏
は「
楽
し
い
こ
と
関

心
の
あ
る
こ
と
を
す
る
中
で
知
識

や
経
験
を
得
て
お
り
、自
然
と
学

ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。」「
こ
う
あ

り
た
い
と
い
う
未
来
の
自
分
の
姿

を
考
え
、事
の
本
質
を
追
求
し
て
い

く
こ
と
が
い
い
人
生
に
結
び
つ
く
と

思
う
。」と
。ま
た
林
氏
は「
学
ぶ
こ

と
は
知
識
知
見
を
取
り
入
れ
、自

分
の
中
で
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
。

大
学
で
の
学
び
は
、社
会
で
の
実

践
、活
用
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。」

「
現
在
の
多
様
な
世
の
中
で
よ
り

良
い
人
生
を
送
ろ
う
と
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、そ
れ
が
人
生
の

第
一歩
だ
と
思
う
。」と
応
じ
た
。

　
対
話
の
の
ち
、こ
れ
か
ら
の
山
口

県
立
大
学
に
つ
い
て
、福
田
会
長
は

「
温
故
知
新
の
思
い
を
大
切
に
し
、

自
ら
が
考
え
行
動
し
表
現
で
き
る

人
が
育
つ
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。」と

思
い
を
述
べ
ら
れ
、最
後
に
小
川
先

生
が「
山
口
県
立
大
学
の
本
質
は

『
県
大
は
健
在
』」と
の一
言
で
山
口

県
立
大
学
の
営
み
を
表
現
し
、締

め
括
ら
れ
た
。

（
昭
和
60
年
児
童
文
化
卒 

大
前
記
）

　
学
生
は
と
い
う
と
、図
書
館
資
料

を
使
い
、パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
な
が

ら
、ま
さ
し
く
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学

習
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

二
〇
一九
年
に
立
ち
上
げ
た
学
生
協

働Y
PU

 LEC

に
参
加
し
て
、図
書

館
職
員
と
一
緒
に
、学
生
自
ら
が
企

画
立
案
し
た
事
業
を
実
施
し
て
、図

書
館
を
積
極
的
に
盛
り
上
げ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
は
人
類
の

知
の
宝
庫
、い
た
る
と

こ
ろ
に
、お
宝
と
お
宝

を
探
索
す
る
ル
ー
ト

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
み
な
さ

ま
も
、お
宝
を
探
し

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
昭
和
54
年
国
文
卒
）

　
さ
る
令
和
三
年
十
一
月
十
一
日
、北

キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
に
て
第
四
十
二
回

桜
圃
会
公
開
講
座
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

会
員
限
定
、リ
モ
ー
ト
聴
講
も
可
と
い

う
形
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
学
創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
て

改
め
て
山
口
県
立
大
学
を
考
え
よ
う

と
、公
共
哲
学
が
ご
専
門
で
哲
学
実

践
の
場「
哲
学
カ
フ
ェ
」を
主
宰
さ
れ

容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
特
に
展
示
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。桜
圃
寺
内
文
庫
所
蔵

資
料
の
定
例
展
示
に
加
え
て
，例
え

ば
、学
長
、副
学
長
、各
学
部
長
な
ど

十
六
名
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
付
き
お
す

す
め
本
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。学

生
か
ら
は「
普
段
読
む
こ
と
の
な
い

本
を
手
に
取
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
、実
際
お
す
す
め

本
が
何
人
も
の
学
生
に
借
り
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、こ
の
展
示

が
本（
著
者
）と
の
思
わ
ぬ
出
会
い
の

場
と
な
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。　

　
も
う
一つ
の
新
し
い
試
み
は
、同
じ

大
学
に
い
な
が
ら
あ
ま
り
よ
く
知

ら
な
い
他
学
科
等
の
活
動
内
容
を

知
る
場
と
な
る
べ
く
、学
科
等
の
展

示
を
月
替
わ
り
で
開
催
し
た
こ
と

で
す
。

　
さ
ら
に
、図
書
館
と
芸
能
サ
ー
ク

ル『
結‒

Ｙｕ
ｉ‒

』と
の
コ
ラ
ボ
企
画

「
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」を
開
催
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、郷
土
文
学
資
料
セ
ン

タ
ー
所
蔵
資
料
展
示
の一環
と
し
て

開
催
し
た
も
の
で
、本
学
が
所
蔵
す

る
貴
重
な
資
料
を
知
る
き
っ
か
け

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

図
書
館
長

　
　安
光
裕
子

　
中
学
生
の
時
、飛
び
込
み
事
故
に

よ
り
、頚
椎
を
損
傷
、以
後
、車
椅

子
生
活
と
な
る
。

　
大
学
卒
業
後
、医
師
会
病
院
に

四
年
間
勤
務
、二
十
七
歳
で
独
立

し
、株
式
会
社
テ
ィ
エ
ラ
を
設
立
す

る
。

　
現
在
は
、別
会
社
も
含
め
、福
祉

や
環
境
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
な

ど
の
事
業
を
展
開
し
、幅
広
く
活
躍

し
て
い
る
。

　
　平
成
十
三
年
三
月

　

　
　山
口
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部

　
　社
会
福
祉
学
科
卒
業

桜
圃
会
第
四
十
二
回
公
開
講
座

山
口
県
立
大
学
全
学
客
員
教
授
特
別
講
義

山
口
県
立
大
学
創
立
八
十
周
年
記
念

山
口
県
立
大
学
を
哲
学
す
る

　〜
「
学
ぶ
」
を
い
か
に
「
生
き
る
」
に
繋
げ
る
か
〜

新
図
書
館

　グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年

　ー
資
料
・
情
報
と
の
多
彩
な
出
会
い
の
場
の
創
出
ー

山
口
県
立
大
学
生
活
協
同
組
合

　理
事
長

　
　人
見
英
里

山
口
県
立
大
学
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　（
県
大
生
協
）
の
設
立
に
つ
い
て

人　事　異　動

■役員
就任

　渡邉　隆之  専務理事兼事務局長

退任

　河村　邦彦  専務理事兼事務局長

■教員
採用
　岩中　貴裕  国際文化学部教授

　唐田　順子  看護栄養学部教授

　横田　　恵  看護栄養学部准教授

　髙田　千鶴  看護栄養学部講師

退職

　田中　菜採  国際文化学部講師

　前田　哲男  社会福祉学部教授

　岩本　絢子  社会福祉学部助手

　藤村　孝枝  看護栄養学部教授

　中村　仁志  看護栄養学部教授

　太田　友子  看護栄養学部講師

■事務職員
採用

　福本　　肇  総務部長（県から派遣）

　廣島　　愛  教育研究支援部教務部門主任

　高木　栄徳  学生部入試部門主事

　高夫　佳奈  学生部学生支援部門主事

退職

　楠藤　幸雄  法人経営部長（県へ復帰）

　五十部奈緒美  学生部学生支援部門主事

　
本
学
は
二
〇
二一年
五
月
に
創
立

八
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。本
学

の
福
利
厚
生
は
、売
店
、書
店
、食
堂

の
各
事
業
者
の
皆
様
を
は
じ
め
多

く
の
皆
様
が
、県
大
を
我
が
大
学
と

思
い
、学
生
を
我
が
子
と
思
う
あ
た

た
か
い
思
い
や
り
の
心
で
育
ん
で
く

だ
さ
る
こ
と
で
為
さ
れ
て
参
り
ま

し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
時
代
は
進
み
、

二
〇
二
〇
年
九
月
に
は
新
キ
ャ
ン
パ

ス
構
想
の一
環
と
し
て
全
て
の
学
部

が
北
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。現
在
は
二
〇
二
二

年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
食
堂

と
売
店
の
入
る
厚
生
棟
の
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
そ
こ
で
、二
〇
二
二
年
度
か
ら
の

学
生
・
教
職
員
の
福
利
厚
生
事
業

（
食
堂
事
業
、売
店
事
業
及
び
厚
生

事
業
）を
担
う
組
織
と
し
て
、大
学

生
活
協
同
組
合
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
計
画
し
準
備
を
す
す
め
て
参

り
ま
し
た
。在
学
生
及
び
教
職
員

に
募
っ
た
生
協
設
立
賛
同
署
名
は
、

一
〇
五
三
筆
に
達
し
、大
学
全
構
成

員
の
七
三
％
か
ら
設
立
へ
の
賛
同
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
を

受
け
て
二
〇
二
一
年
十
一
月
に
は
創

立
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
山
口
県
立

大
学
生
活
協
同
組
合
」（
略
称
：
県

大
生
協
）が
発
足
致
し
ま
し
た
。今

後
、本
学
の
学
生・教
職
員・生
協
職

員
か
ら
構
成
さ
れ
る
理
事
会
に
よ
っ

て
生
協
は
運
営
さ
れ
て
参
り
ま
す
。

　
大
学
生
協
は
大
学
の
福
利
厚
生

事
業
の
担
い
手
と
し
て
食
堂
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
だ
け
で

な
く
、大
学
で
の
教
育・研
究
の
た
め

に
も
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
ま

す
。私
た
ち
も「
生
協
が
あ
っ
て
良

か
っ
た
」と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、学

生・教
職
員
に
寄
り
添
え
る「
県
大

な
ら
で
は
の
生
協
」を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
般
、桜
圃
会
の
皆
様
か
ら
食
堂

で
使
う
ト
レ
ー
を
ご
寄
付
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
、こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。会
員
の
皆

様
も
来
学
の
際
に
は
是
非
、新
厚
生

棟
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
看
護
栄
養
学
部 

栄
養
学
科 

教
授
）

ま

　ゆ

ケ
ン
ダ
イ

ケ
ン
ザ
イ

公
開
講
座

　パ
ネ
リ
ス
ト
紹
介

米
重
敏
明

　
在
学
中
は
、国
内・国
外
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
参
加
、文
化
交
流
や
文

化
変
容
に
つ
い
て
学
び
、異
文
化
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
身
に
つ
け
た
。

　
卒
業
後
は
、ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
進
研
ア
ド
に
入
社
、高

等
教
育
機
関
に
お
け
る
広
報
支
援

や
、高
大
接
続
領
域
に
関
す
る
教

育・学
習
支
援
を
中
心
に
、九
州
エ

リ
ア
の
大
学
等
の
支
援
事
業
に
携

わ
って
い
る
。

　
　平
成
三
十
一
年
三
月

　
　山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部

　
　国
際
文
化
学
科
卒
業

林

　真
由
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平
成
十
六
年
に
生
活
科
学
部
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
を
卒
業
し
ま
し

た
、い
と
う
あ
や
と
申
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、月
刊
た
く
さ
ん
の
ふ
し

ぎ
令
和
三
年
11
月
号「
か
ら
だ
の
中

の
時
計
」（
福
音
館
書
店
）の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。様
々
な
生
き
物
の
事
例
を

通
し
て
、体
内
時
計
に
つい
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
絵
本
で
す
。

　
大
学
を
卒
業
後
、私
は
印
刷
物
や

ウェブ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
仕
事
と

し
な
が
ら
社
会
人
向
け
の
絵
の
教
室

に
通
い
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
学

び
ま
し
た
。青
山
に
あ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
開
催
す
る
装
画
の
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョン
に
応
募
し
、装
丁
家
の
名
久
井

直
子
氏
よ
り
賞
を
頂
き
ま
し
た
事

が
今
回
の
仕
事
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
大
学
時
代
に
於
い
て
、授
業
の
課

　
令
和
三
年
五
月
十
六
日（
日
）ホ
テ

ル
ニュ
ー
タ
ナ
カ
で
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
、第
七
十
七
回
桜
圃
会

総
会
は
、前
年
度
同
様
、書
面
議
決

と
い
う
形
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
収
束
が
見

通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、令
和
二
年
十
一

月
十
九
日
の
臨
時
理
事
会
に
て
、書

面
議
決
で
執
り
行
う
こ
と
に
決
定
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、五
月
七
日
付
で
理
事
、支

部
長
、監
事
、総
会
当
番
幹
事
、並
び

に
書
面
議
決
参
加
希
望
者
、計
百
三

十
一
名
に｢

令
和
三
年
度
桜
圃
会
総

会
開
催（
書
面
議
決
）の
お
知
ら
せ｣

を
配
付
し
、四
月
二
十
四
日
の
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、書

面
表
決
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、す
べ
て
の
議
案
に
つ
い

て
書
面
表
決
書
提
出
者
の
過
半
数
を

も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の

結
果
を
五
月
二
十
六
日
に
書
面
で
報

告
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
総
会
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曽
有
の
事

態
で
、こ
の
よ
う
な
形
で
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
が
、来
年
度
は
、二
年
ぶ

り
に
皆
様
と
直
接
お
目
に
か
か
っ

て
の
総
会
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　
皆
様
と
、ご
一
緒
で
き
る
こ
と

を
、楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年
度

　
　

    

桜
圃
会
総
会

令和２年度桜圃会会計収支決算書
R3.4.9（単位：円）一般会計

科 目
収 入
繰 越 金
経 常 会 費
本 部 入 会 金
事 業 負 担 金
雑 収 入
合 計

支 出
総 会 費
会 議 費
支 部 援 助 費
会 報 作 成 費
公 開 講 座 費
桜 圃 会 賞 費
入 会 記 念 品 費
広 報 活 動 費
旅 費
通 信 費
印 刷 費
事 務 局 運 営 費
退 職 給 与 引 当 金
情 報 管 理 費
備 品 費
消 耗 品 費
雑 費
特 別 会 計 に 繰 入
予 備 費
合 計
次 年 度 繰 越 金

令和２年度決算額

7,117,033
3,767,000
5,253,135

0
20,057

16,157,225

59,598
87,525
708,110
1,609,835
20,422
311380
495,800

0
433,520
132,766
38,240

1,980,421
0

99,000
0

152,238
88,980

1,500,000
375,269

8,093,104
8,064,121

事 務 局 か ら の お 願 い

同窓会の運営は皆さんの会費で成り立っております。
会費の納入にご協力ください。  

◆桜圃会本部年会費納入（２千円）をお願いいたします。
　＊希望される方は終身会員になることができます。
　　終身会費は一括払いで2万円です。　　　　　　 

（H30.5.13改定）

◆振込用紙に郵便番号、住所（番地、建物名、部屋番号）、氏名（ふりがな）、
電話番号を正確にご記入下さい｡
　通信欄には会員番号（封筒の宛名シール右下）、卒業年･科・勤務先、
   送金明細をお書きください｡
　＊住所・勤務先の変更、改姓も必ずお知らせ下さい。

◆ご連絡･ご質問の窓口
　山口県立大学同窓会桜圃会事務局
　　住　　　所 〒753－8502 山口市桜畠 3-2-1
　　TEL＆FAX 083（925）7485（職員在室日は水・金曜日　10時～17時）
　　E-mail ouhokai@yamaguchi-pu.ac.jp
 山口県立大学のホームページからもアクセスできます。
 

＊桜圃会では、個人情報保護法を遵守し、取り扱いについては慎重に
対応してまいります。

域
の
伝
承
料
理
」や
最
近

研
究
さ
れ
て
い
る「
災
害
時

の
食
事
」に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度

桜
圃
会
第
78
回
総
会
の

　
　
　
　
　
　
ご
案
内

■ 

日
時
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
令
和
４
年
５
月
15
日（
日
）

　 
10
時
〜
12
時

■ 

場
所

　 

ホ
テ
ル
ニュ
ー
タ
ナ
カ

　 

山
口
市
湯
田
温
泉

二
ー
六
ー
二
四

■ 

当
日
の
日
程

　
▽
総
会
　
10
時
〜

　
▽
講
演
　
10
時
50
分
〜

　<

演
題>

　『
食
を
伝
え
る
、食
で
伝
え
る
』

　<

講
師>

　
山
口
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部

　
栄
養
学
科
准
教
授

　
　
　
　 

　
園
田
純
子
先
生

　<

内
容>

　
先
生
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る「
地

事
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
桜
圃
会
は
、山
口
県
立
大
学
創

立
八
十
周
年
記
念
事
業
に
、特
別

会
計（
整
備
基
金
）よ
り
二
〇
〇
万

円
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　　
大
学
時
代
、故
上
野
さ
ち
子
先
生
の

授
業
で
俳
句
が
大
好
き
に
な
り
ま
し

た
。卒
業
後
、編
集
者
と
し
て
働
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、イ
ベ
ン
ト
企
画

や
Ｍ
Ｃ
な
ど
仕
事
の
幅
は
広
が
る一方
。

多
忙
な
日
々
で
す
が
、俳
句
だ
け
は
決

し
て
手
放
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
き
ま

し
た
。気
付
け
ば
俳
句
歴
三
十
年
を
超

え
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
俳
句

を
教
え
る
機
会
も
い
た
だ
く
よ
う
に

な
って
十
年
余
り
。コ
ロ
ナ
禍
で
、「
や
り

た
い
と
思
う
こ
と
は
行
動
に
移
す
」

と
い
う
思
い
が
ま
す
ま
す
強
く
な

り
、令
和
三
年
四
月
一日
、思
い
切
って

俳
句
結
社「
寧
楽
」を
船
出
さ
せ
ま

し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
も
駆
使
し
つ
つ
、

毎
月
十
回
以
上
の
句
会・講
座
を
重

ね
つつ
、特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

「
奈
良
一〇
〇
の
道
俳
句
ｉｎｇ（
は
い

き
ん
ぐ
）」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。こ
れ
は
、名
所
旧
跡
に
出
か
け

て
句
作
を
す
る「
吟
行
」を
、俳
句
初

心
者
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、ハ
イ
キ
ン
グ
の
要
素
を
大
切
に
し

つつ
、俳
句
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
も

ら
う
も
の
で
す
。約
一〇
年
か
け
、奈

良
県
内
で一〇
〇
ル
ー
ト
を
探
し
、実

際
に
歩
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
の「
山
の
辺
の
道
」編
で
は
、途
中

の
古
墳
や
社
寺
な
ど
の
案
内
だ
け
で

な
く
、季
語
の
植
物
や
虫
、雲
や
風

な
ど
に
も
触
れ
、約
八
キ
ロ
を
三
時

間
か
け
て
歩
き
な
が
ら
句
作
。選
句

と
添
削
も
行
い
ま
し
た
。

　
奈
良
に
点
在
す
る
歴
史
的
な
道

は
も
ち
ろ
ん
、ふ
だ
ん
の
道
も
、俳
人

モ
ー
ド
で
歩
け
ば
四
季
折
々
の
発
見

が
あ
り
ま
す
。参
加
者
か
ら
も「
健

康
に
も
よ
く
、俳
句
を
詠
む
こ
と
で

頭
の
体
操
に
な
る
」と
好
評
で
す
。

な
お
、福
田
百
合
子
先
生
に
序
文
を

お
願
い
し
た
第
一句
集
も
令
和
四
年

春
に
は
形
に
な
る
予
定
で
す
。

（
平
成
２
年
国
文
卒
）

題
や
卒
業
制
作
に
積
極
的
に
取
り

組
め
た
事
、大
学
の
仲
間
が
篤
い
友

情
を
持
っ
て
制
作
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
事
が
私
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、大
学
時
代
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口

放
送
局
が
開
催
し
た「
学
生
ウ
ォ
ー

ル
ア
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
」に
て
最
優
秀

賞
を
頂
き
、壁
面
に
自
身
の
イ
ラ
ス

ト
を
描
い
た
経
験
が
イ
ラ
ス
ト
の
道

へ
の
歩
み
の一つ
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　「
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
11
月
号
」は

バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
て
購
入
が
で
き
る

と
の
事
で
す
。最
後
に
情
報
を
記
載

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。も
し
ご
興
味
の

あ
る
方
は
福
音
館
書
店
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
平
成
16
年
環
境
デ
ザ
イ
ン
卒
）

い
と
う
あ
や

仕
事

　絵
本
の

　イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

会員近況報告

倉
橋
み
ど
り

「
奈
良
一
〇
〇
の
道
俳
句
i
n
g
」、

　
　
　
　
　
　
　
　始
め
ま
し
た
。

会員近況報告

（
書
面
議
決
）

大
学
と
の
情
報
交
換
会

　
今
年
も
ま
だ
続
い
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、大
学
と
の
二
回
目
の
情
報
交
換

会
が
十
一月
十
一日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
大
学
か
ら
は
、多
く
の
桜
圃
会
会
員

の
方
か
ら「
さ
く
ら
の
森
夢
基
金
」に

（
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
分
を
含

む
）多
額
の
寄
附
が
あ
っ
た
こ
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。そ
の一連
の
事
業
と
し
て
七

月
十
六
日
に
は
、県
知
事
ご
臨
席
の
も

と
、桜
圃
会
館
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
た
、

陶
板「
昇
陽
」（
大
和
保
男
作
）の
除
幕

式
も
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、厚
生
棟
の
整
備
も
進
み
、令

和
四
年
度
か
ら
供
用
開
始
の
運
び
で

あ
る
。そ
れ
に
伴
い
、十
一月
十
六
日
に

山
口
県
立
大
学
生
活
協
同
組
合
も
創

立
し
た
。桜
圃
会
か
ら
は
、総
会
等
の

開
催
に
、厚
生
棟
を
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
、今
後
の
大
学
の
方
向
性
に

つ
い
て
、大
学
改
革
を
学
内
委
員
で
協

議
、検
討
中
で
あ
り
、改
革
方
針
を
県

議
会
へ
提
出
の
予
定
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　
な
お
、前
回
検
討
し
た「
校
友
会
」へ

の
移
行
に
つ
い
て
は
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、協
議
し
て
い
き
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
、会
を
終
了
し
た
。

（
昭
和
38
年
食
物
卒 

中
村
記
）

【絵本の情報】
文：吉村 崇　絵：いとう あや　
出版社：福音館書店　
発売日：2021/10/1　
内容：40ページ　
定価：770円（税込）
福音館書店ウェブサイト：
https://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=6877

■
会
費
　
無
料

　※

懇
親
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

当
番
幹
事
は
、Ｓ
51・56・61・

　
Ｈ
３・８・13・18・23・28・

Ｒ
３
年
卒
業
、修
了
の
ク
ラ

ス
幹
事
さ
ん
で
す
。

※

出
席
ご
希
望
の
方
は
、５

月
６
日（
金
）ま
で
に
同
窓

会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

園 田 純 子 先生

（https://www.yamaguchi-pu.ac.jp）

「著書の紹介」

Vol.70Vol.70

45



　
平
成
十
六
年
に
生
活
科
学
部
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
を
卒
業
し
ま
し

た
、い
と
う
あ
や
と
申
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、月
刊
た
く
さ
ん
の
ふ
し

ぎ
令
和
三
年
11
月
号「
か
ら
だ
の
中

の
時
計
」（
福
音
館
書
店
）の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。様
々
な
生
き
物
の
事
例
を

通
し
て
、体
内
時
計
に
つい
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
絵
本
で
す
。

　
大
学
を
卒
業
後
、私
は
印
刷
物
や

ウェブ
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
仕
事
と

し
な
が
ら
社
会
人
向
け
の
絵
の
教
室

に
通
い
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
学

び
ま
し
た
。青
山
に
あ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
開
催
す
る
装
画
の
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョン
に
応
募
し
、装
丁
家
の
名
久
井

直
子
氏
よ
り
賞
を
頂
き
ま
し
た
事

が
今
回
の
仕
事
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
大
学
時
代
に
於
い
て
、授
業
の
課

　
令
和
三
年
五
月
十
六
日（
日
）ホ
テ

ル
ニュ
ー
タ
ナ
カ
で
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
、第
七
十
七
回
桜
圃
会

総
会
は
、前
年
度
同
様
、書
面
議
決

と
い
う
形
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
収
束
が
見

通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、令
和
二
年
十
一

月
十
九
日
の
臨
時
理
事
会
に
て
、書

面
議
決
で
執
り
行
う
こ
と
に
決
定
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、五
月
七
日
付
で
理
事
、支

部
長
、監
事
、総
会
当
番
幹
事
、並
び

に
書
面
議
決
参
加
希
望
者
、計
百
三

十
一
名
に｢

令
和
三
年
度
桜
圃
会
総

会
開
催（
書
面
議
決
）の
お
知
ら
せ｣

を
配
付
し
、四
月
二
十
四
日
の
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、書

面
表
決
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、す
べ
て
の
議
案
に
つ
い

て
書
面
表
決
書
提
出
者
の
過
半
数
を

も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の

結
果
を
五
月
二
十
六
日
に
書
面
で
報

告
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
総
会
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曽
有
の
事

態
で
、こ
の
よ
う
な
形
で
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
が
、来
年
度
は
、二
年
ぶ

り
に
皆
様
と
直
接
お
目
に
か
か
っ

て
の
総
会
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　
皆
様
と
、ご
一
緒
で
き
る
こ
と

を
、楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年
度

　
　

    

桜
圃
会
総
会

令和２年度桜圃会会計収支決算書
R3.4.9（単位：円）一般会計

科 目
収 入
繰 越 金
経 常 会 費
本 部 入 会 金
事 業 負 担 金
雑 収 入
合 計

支 出
総 会 費
会 議 費
支 部 援 助 費
会 報 作 成 費
公 開 講 座 費
桜 圃 会 賞 費
入 会 記 念 品 費
広 報 活 動 費
旅 費
通 信 費
印 刷 費
事 務 局 運 営 費
退 職 給 与 引 当 金
情 報 管 理 費
備 品 費
消 耗 品 費
雑 費
特 別 会 計 に 繰 入
予 備 費
合 計
次 年 度 繰 越 金

令和２年度決算額

7,117,033
3,767,000
5,253,135

0
20,057

16,157,225

59,598
87,525
708,110
1,609,835
20,422
311380
495,800

0
433,520
132,766
38,240

1,980,421
0

99,000
0

152,238
88,980

1,500,000
375,269

8,093,104
8,064,121

事 務 局 か ら の お 願 い

同窓会の運営は皆さんの会費で成り立っております。
会費の納入にご協力ください。  

◆桜圃会本部年会費納入（２千円）をお願いいたします。
　＊希望される方は終身会員になることができます。
　　終身会費は一括払いで2万円です。　　　　　　 

（H30.5.13改定）

◆振込用紙に郵便番号、住所（番地、建物名、部屋番号）、氏名（ふりがな）、
電話番号を正確にご記入下さい｡
　通信欄には会員番号（封筒の宛名シール右下）、卒業年･科・勤務先、
   送金明細をお書きください｡
　＊住所・勤務先の変更、改姓も必ずお知らせ下さい。

◆ご連絡･ご質問の窓口
　山口県立大学同窓会桜圃会事務局
　　住　　　所 〒753－8502 山口市桜畠 3-2-1
　　TEL＆FAX 083（925）7485（職員在室日は水・金曜日　10時～17時）
　　E-mail ouhokai@yamaguchi-pu.ac.jp
 山口県立大学のホームページからもアクセスできます。
 

＊桜圃会では、個人情報保護法を遵守し、取り扱いについては慎重に
対応してまいります。

域
の
伝
承
料
理
」や
最
近

研
究
さ
れ
て
い
る「
災
害
時

の
食
事
」に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度

桜
圃
会
第
78
回
総
会
の

　
　
　
　
　
　
ご
案
内

■ 

日
時
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

令
和
４
年
５
月
15
日（
日
）

　 

10
時
〜
12
時

■ 

場
所

　 

ホ
テ
ル
ニュ
ー
タ
ナ
カ

　 

山
口
市
湯
田
温
泉

二
ー
六
ー
二
四

■ 

当
日
の
日
程

　
▽
総
会
　
10
時
〜

　
▽
講
演
　
10
時
50
分
〜

　<

演
題>

　『
食
を
伝
え
る
、食
で
伝
え
る
』

　<

講
師>

　
山
口
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部

　
栄
養
学
科
准
教
授

　
　
　
　 

　
園
田
純
子
先
生

　<

内
容>

　
先
生
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る「
地

事
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
桜
圃
会
は
、山
口
県
立
大
学
創

立
八
十
周
年
記
念
事
業
に
、特
別

会
計（
整
備
基
金
）よ
り
二
〇
〇
万

円
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　　
大
学
時
代
、故
上
野
さ
ち
子
先
生
の

授
業
で
俳
句
が
大
好
き
に
な
り
ま
し

た
。卒
業
後
、編
集
者
と
し
て
働
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、イ
ベ
ン
ト
企
画

や
Ｍ
Ｃ
な
ど
仕
事
の
幅
は
広
が
る一方
。

多
忙
な
日
々
で
す
が
、俳
句
だ
け
は
決

し
て
手
放
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
き
ま

し
た
。気
付
け
ば
俳
句
歴
三
十
年
を
超

え
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
俳
句

を
教
え
る
機
会
も
い
た
だ
く
よ
う
に

な
って
十
年
余
り
。コ
ロ
ナ
禍
で
、「
や
り

た
い
と
思
う
こ
と
は
行
動
に
移
す
」

と
い
う
思
い
が
ま
す
ま
す
強
く
な

り
、令
和
三
年
四
月
一日
、思
い
切
って

俳
句
結
社「
寧
楽
」を
船
出
さ
せ
ま

し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
も
駆
使
し
つ
つ
、

毎
月
十
回
以
上
の
句
会・講
座
を
重

ね
つつ
、特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

「
奈
良
一〇
〇
の
道
俳
句
ｉｎｇ（
は
い

き
ん
ぐ
）」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。こ
れ
は
、名
所
旧
跡
に
出
か
け

て
句
作
を
す
る「
吟
行
」を
、俳
句
初

心
者
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、ハ
イ
キ
ン
グ
の
要
素
を
大
切
に
し

つつ
、俳
句
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
も

ら
う
も
の
で
す
。約
一〇
年
か
け
、奈

良
県
内
で一〇
〇
ル
ー
ト
を
探
し
、実

際
に
歩
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
の「
山
の
辺
の
道
」編
で
は
、途
中

の
古
墳
や
社
寺
な
ど
の
案
内
だ
け
で

な
く
、季
語
の
植
物
や
虫
、雲
や
風

な
ど
に
も
触
れ
、約
八
キ
ロ
を
三
時

間
か
け
て
歩
き
な
が
ら
句
作
。選
句

と
添
削
も
行
い
ま
し
た
。

　
奈
良
に
点
在
す
る
歴
史
的
な
道

は
も
ち
ろ
ん
、ふ
だ
ん
の
道
も
、俳
人

モ
ー
ド
で
歩
け
ば
四
季
折
々
の
発
見

が
あ
り
ま
す
。参
加
者
か
ら
も「
健

康
に
も
よ
く
、俳
句
を
詠
む
こ
と
で

頭
の
体
操
に
な
る
」と
好
評
で
す
。

な
お
、福
田
百
合
子
先
生
に
序
文
を

お
願
い
し
た
第
一句
集
も
令
和
四
年

春
に
は
形
に
な
る
予
定
で
す
。

（
平
成
２
年
国
文
卒
）

題
や
卒
業
制
作
に
積
極
的
に
取
り

組
め
た
事
、大
学
の
仲
間
が
篤
い
友

情
を
持
っ
て
制
作
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
事
が
私
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、大
学
時
代
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口

放
送
局
が
開
催
し
た「
学
生
ウ
ォ
ー

ル
ア
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
」に
て
最
優
秀

賞
を
頂
き
、壁
面
に
自
身
の
イ
ラ
ス

ト
を
描
い
た
経
験
が
イ
ラ
ス
ト
の
道

へ
の
歩
み
の一つ
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　「
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
11
月
号
」は

バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
て
購
入
が
で
き
る

と
の
事
で
す
。最
後
に
情
報
を
記
載

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。も
し
ご
興
味
の

あ
る
方
は
福
音
館
書
店
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
平
成
16
年
環
境
デ
ザ
イ
ン
卒
）

い
と
う
あ
や

仕
事

　絵
本
の

　イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

会員近況報告

倉
橋
み
ど
り

「
奈
良
一
〇
〇
の
道
俳
句
i
n
g
」、

　
　
　
　
　
　
　
　始
め
ま
し
た
。

会員近況報告

（
書
面
議
決
）

大
学
と
の
情
報
交
換
会

　
今
年
も
ま
だ
続
い
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、大
学
と
の
二
回
目
の
情
報
交
換

会
が
十
一月
十
一日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
大
学
か
ら
は
、多
く
の
桜
圃
会
会
員

の
方
か
ら「
さ
く
ら
の
森
夢
基
金
」に

（
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
分
を
含

む
）多
額
の
寄
附
が
あ
っ
た
こ
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。そ
の一連
の
事
業
と
し
て
七

月
十
六
日
に
は
、県
知
事
ご
臨
席
の
も

と
、桜
圃
会
館
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
た
、

陶
板「
昇
陽
」（
大
和
保
男
作
）の
除
幕

式
も
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、厚
生
棟
の
整
備
も
進
み
、令

和
四
年
度
か
ら
供
用
開
始
の
運
び
で

あ
る
。そ
れ
に
伴
い
、十
一月
十
六
日
に

山
口
県
立
大
学
生
活
協
同
組
合
も
創

立
し
た
。桜
圃
会
か
ら
は
、総
会
等
の

開
催
に
、厚
生
棟
を
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
、今
後
の
大
学
の
方
向
性
に

つ
い
て
、大
学
改
革
を
学
内
委
員
で
協

議
、検
討
中
で
あ
り
、改
革
方
針
を
県

議
会
へ
提
出
の
予
定
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　
な
お
、前
回
検
討
し
た「
校
友
会
」へ

の
移
行
に
つ
い
て
は
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、協
議
し
て
い
き
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
、会
を
終
了
し
た
。

（
昭
和
38
年
食
物
卒 

中
村
記
）
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■
会
費
　
無
料

　※

懇
親
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

当
番
幹
事
は
、Ｓ
51・56・61・

　
Ｈ
３・８・13・18・23・28・

Ｒ
３
年
卒
業
、修
了
の
ク
ラ

ス
幹
事
さ
ん
で
す
。

※

出
席
ご
希
望
の
方
は
、５

月
６
日（
金
）ま
で
に
同
窓

会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

園 田 純 子 先生

（https://www.yamaguchi-pu.ac.jp）
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こ
の
度
は
大
変
光
栄
な
賞
を
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
私
た
ち
地
域
文
化
創
造
論
研

究
室
の
四
年
生
五
名
は
、二
〇
二

〇
年
の
下
松
市
と
の
協
働
に
よ
る

P
B
L

活
動
を
機
に
、「
シ
ョ
ク
バ
カ

ン
ス・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
立
案
を
行

い
ま
し
た
。こ
れ
は
、下
松
市
の
強

み
で
あ
る「
も
の
づ
く
り
」と
弱
み

で
あ
る「
観
光
」を
掛
け
合
わ
せ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
様
々
な
制
約

を
受
け
る
中
で
、単
身
赴
任
者
と

そ
の
家
族
が
下
松
で
愉
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、単

身
赴
任
者
が
事
前
に
地
域
の
方
々

か
ら
下
松
の
地
域
文
化
に
関
す
る

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、「
誇
り
高
き

観
光
ガ
イ
ド
」に
な
っ
た
段
階
で

家
族
を
呼
び
寄
せ
、下
松
を
愉
し

ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
趣
向
で

す
。残
念
な
が
ら
感
染
症
へ
の
懸

念
か
ら
、計
画
は
立
て
た
も
の
の

企
画
の
試
行
ま
で
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、状
況
が
改
善
さ
れ

次
第
進
め
た
い
と
地
域
の
方
々
と

　
こ
の
度
、令
和
三
年
度
桜
圃
会
功
労

賞
を
い
た
だ
き
、大
変
恐
縮
に
存
じ
ま

す
。改
め
て
同
窓
会
の
皆
様
を
は
じ

め
、多
く
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
卒
業
後
、四
十
年
間
教
職
に
つ
き
、

退
職
時
が
、丁
度
地
元
の
議
会
議
員
の

選
挙
の
年
で
し
た
。女
性
が
必
要
と
進

め
ら
れ
、そ
れ
か
ら
六
年
間
日
置
町
議

会
議
員
、続
い
て
八
年
間
は
長
門
市
と

合
併
し
た
た
め
長
門
市
議
会
議
員
と

し
て
、活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。市
内
の
様
子
や
状
況
を
知
る
た

め
に
、暇
を
み
つ
け
て
は
く
ま
な
く

回
り
、問
題
点
や
要
望
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
、声
を
行
政
に
届
け
ま
し

た
。多
く
の
人
と
ふ
れ
合
い
、多
く
の

こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、充

実
し
た
十
四
年
間
で
し
た
。

　
ま
た
一
方
で
、個
人
で
も
楽
し
め

地
域
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
を
と
考
え
、ハ
ン
ド
ベ
ル
を
始

め
る
こ
と
に
し
、仲
間
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、二
十
五
人
の
女
性
が
集
ま
り
ま

し
た
。ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
は
弾

け
な
く
て
も
、決
め
ら
れ
た
音
だ
け

を
出
せ
ば
よ
い
の
で
、希
望
の
曲
を

奏
で
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。　
　

 

日
置
町
の
代
表
と
し
て
、二
〇
〇
一

年
の
山
口
き
ら
ら
博
に
出
演
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
を
皮
切
り
に
、市
で
の

催
し
や
施
設
の
訪
問
な
ど
に
呼
ん
で

い
た
だ
き
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。心
を
一つ
に
し
て
、美
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
演
奏
を
終
え
た
時

の
喜
び
は
ま
た
格
別
で
す
。楽
譜
を

読
む
こ
と
で
頭
を
使
い
、ベ
ル
を
振
る

こ
と
で
体
を
動
か
し
、心
身
共
に
健

康
に
な
り
老
化
予
防
に
繋
が
り
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
元
気
に
過
ご
せ
た
の
は

皆
様
の
お
陰
で
す
。本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
昭
和
33
年
被
服
卒
）

　
こ
の
度
、桜
圃
会
奨
励
賞
と
い
う

名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
ま
し
て
、大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。誠
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
院
生
時
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

の
展
示
会
が
き
っ
か
け
で
出
会
え

た〝
作
品
表
現
〞と
い
う
生
き
方
が

ア
カ
マ
ツ
を
使
っ
た
灯
り
を
生
み
、

そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

賞
ま
で
繋
が
り
ま
し
た
。

　
山
口
県
の
県
木
で
あ
る
ア
カ
マ
ツ

の
油
分
に
魅
力
を
感
じ
、素
材
の

可
能
性
を
探
る
べ
く
研
究
を
続
け

た
結
果
、灯
り
と
し
て
の
表
現
を

見
い
だ
し
、こ
れ
ま
で
国
内
外
で
の

展
示
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
参
加
を

経
験
し
ま
し
た
。第
七
回
や
ま
ぐ

ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞
、や
ま

一
つ
も
な
い

　
　無
駄
な
経
験

功労賞功労賞

阿
波

　昌
子

第
二
十
一
回
桜
圃
会
賞

　
　
　
　
　受
賞
報
告

〝
作
品
表
現
〞

　
　と
い
う
生
き
方

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／

　
　
　

モ
ッ
コ
ウ
サ
ッ
カ

　
　
　

　徳
真 

奨励賞奨励賞

ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド 

第
七
十
七
号
登
録
、

ミ
ラ
ノ
万
博
出
展
等
、ア
カ
マ
ツ
の

持
つ
魅
力
を
広
く
多
く
の
方
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
自

身
の
も
の
づ
く
り
の
ス
タ
イ
ル
が
重

な
り
、以
前
よ
り
展
示
会
の
回
数

は
か
な
り
減
り
ま
し
た
が
、そ
の
分

の
時
間
を
作
品
表
現
へ
費
や
し
新

た
な
作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

ア
カ
マ
ツ
の〝
生
〞を
灯
り
と
し
て

表
現
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
軸
に
し
、木
の〝
い
の
ち
〞と
の
関

わ
り
を
見
つ
め
な
お
し
、も
の
の
あ

わ
れ
や
無
常
観
と
い
っ
た
日
本
独

自
の
精
神
性
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
賞
に
選
ん
で
頂
け
た
喜
び

と
共
に〝
生
〞を
感
じ
、今
後
と
も

よ
り
一
層
、作
品
表
現
に
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
平
成
22
年
環
境
デ
ザ
イ
ン
卒

平
成
24
年
大
学
院
修
了
）

■
令
和
四
年
度
桜
圃
会
賞
応
募
要
綱
■

ー受賞後も積極的に活動されていますー 功
労
賞

　
卒
業
後
の
会
員
の
活
動
を
た
た
え

①
地
域
社
会
の
文
化
の
振
興

②
生
活
文
化
の
創
造
や
普
及

③
文
化
的
環
境
づ
く
り

④
地
域
社
会
や
文
化
を
担
う
人
材
育
成

に
寄
与
す
る
活
動
を
し
て
い
る
会
員
若
し

く
は
会
員
が
主
催
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体

に
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
桜
圃
会
本
部
あ
る
い
は
支
部
の
推
薦
、

ま
た
は
他
の
会
員
の
推
薦
を
受
け
て
応
募

し
て
下
さ
い
。

奨
励
賞

　
卒
業
後
の
会
員（
原
則
と
し
て
五
十
歳

未
満
）の
活
動
を
支
え
、上
記
①
〜
④
の
活

動
が
期
待
さ
れ
る
会
員
若
し
く
は
会
員
が

主
催
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
に
授
与
さ
れ

ま
す
。

　
桜
圃
会
本
部
あ
る
い
は
支
部
の
推
薦
、

ま
た
は
他
の
会
員
の
推
薦
を
受
け
て
応
募

し
て
下
さ
い
。

学
生
賞

　
学
生
会
員（
在
学
生
）の
活
動
を
支
え
、

上
記
①
〜
④
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
学
生

会
員
若
し
く
は
学
生
会
員
が
主
催
す
る
グ

ル
ー
プ
や
団
体
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

大
学
教
職
員
の
推
薦
を
受
け
て
応
募
し
て

下
さ
い
。

　
な
お
、受
賞
者
は
選
考
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、桜
圃
会
理
事
会
で
決
定
さ
れ
ま

す
。

応
募
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、山
口
県
立
大
学
同
窓
会
桜
圃
会
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
日
程

（
１
）応
募
期
間
：
令
和
四
年
六
月一日
か
ら

　
　
八
月
三
十一日
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

（
２
）結
果
発
表
：
令
和
四
年
十
月（
予
定
）

　
こ
の
度
は
、桜
圃
会
学
生
賞
と
い

う
、大
変
素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
お
弁
当
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、若
者
の
食
意
識
の
向
上
を
目
指

し
、大
学
生
が
台
所
に
立
つ
機
会
が
増

え
る
よ
う
、二
〇
〇
八
年
の
発
足
以

来
、活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、テ
ー
マ
に
沿
っ

た
料
理
を
一人
一品
ず
つ
持
ち
寄
り
、そ

れ
を
囲
み
な
が
ら
食
事
を
す
る『
お

弁
当
の
日
』を
月
に
一
度
開
催
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、ふ
ぐ
を
捌
く
体
験
会

や
食
に
関
す
る
一
次
産
業
施
設
の
見

学
、和
菓
子
や
パ
ン
な
ど
の
料
理
教
室

の
企
画
運
営
、食
に
関
す
る
研
修
へ
の

参
加
、地
域
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
食
育
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催
な
ど
、

食
に
触
れ
る
き
っ
か
け
作
り
の一
環
と

し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、例
年
通
り

の
活
動
が
困
難
だ
っ
た
た
め
、メ
ン
バ
ー

で
意
見
を
出
し
合
い
、二
〇
一
九
年
度

に
宮
野
地
区
の
食
生
活
改
善
推
進
員

話
し
て
い
る
他
、こ
れ
ら
の
活
動
は

後
輩
た
ち
に
も
引
き
継
が
れ
、さ

ら
に
実
効
性
の
あ
る
企
画
を
検
討

中
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、こ
れ

ま
で
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
地

域
訪
問
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
が
、な

か
な
か
実
行
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
ん
な
と
き
で
も
、私
た
ち
は

新
し
い
方
法
を
模
索
し
続
け
、コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
の
企
画
を
打
ち

出
せ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の

経
験
を
今
後
も
活
か
せ
る
よ
う

に
、来
年
度
か
ら
の
社
会
人
生
活

を
過
ご
し
た
い
で
す
。

　（
文
化
創
造
学
科
４
年
）

の
方
と
協
同
で
開
催
し
た
料
理
教

室
の
レ
シ
ピ
を
活
用
し
て
、レ
シ
ピ

集
と
レ
シ
ピ
集
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

視
聴
で
き
る
レ
シ
ピ
動
画
を
作
成

し
、山
口
市
の
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
や
山
口
市
の
高
校
に
配
布
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、山
口
市
全
域
の
食
生

活
改
善
推
進
員
の
方
と
協
同
で
、若

者
の
食
生
活
に
お
け
る
問
題
点
の

改
善
に
取
り
組
ん
だ
レ
シ
ピ
集
と
レ

シ
ピ
動
画
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、名
誉
あ

る
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、受
賞
を
励
み
に
よ

り
一層
活
動
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　（
栄
養
学
科
３
年
）

食
に
触
れ
る
機
会
を

　
　
　作
る
た
め
に

栄
養
学
科
食
育
系

　
　

課
外
活
動

　
　
　
　
　

「
お
弁
当
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

代
表

　栗
林

　夏
子

学生賞学生賞

シ
ョ
ク
バ
カ
ン
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

大
学
生
有
志
グ
ル
ー
プ

「
シ
ョ
ク
バ
カ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

代
表

　大
窪

　睦
季

学生賞学生賞

栄養学科食育プログラム開発チーム
平成22年受賞

令和3年コープやまぐち「第15回女性いきいき大賞」
コープ山口奨励賞「学生の部」受賞

山口県立大学吹奏楽団BLAZE
平成20年・平成26年受賞

第18回定期演奏会 （於）桜圃会館

MEP
令和2年受賞

地域での赤い羽根共同募金の啓発活動
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こ
の
度
は
大
変
光
栄
な
賞
を
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
私
た
ち
地
域
文
化
創
造
論
研

究
室
の
四
年
生
五
名
は
、二
〇
二

〇
年
の
下
松
市
と
の
協
働
に
よ
る

P
B
L

活
動
を
機
に
、「
シ
ョ
ク
バ
カ

ン
ス・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
立
案
を
行

い
ま
し
た
。こ
れ
は
、下
松
市
の
強

み
で
あ
る「
も
の
づ
く
り
」と
弱
み

で
あ
る「
観
光
」を
掛
け
合
わ
せ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
様
々
な
制
約

を
受
け
る
中
で
、単
身
赴
任
者
と

そ
の
家
族
が
下
松
で
愉
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、単

身
赴
任
者
が
事
前
に
地
域
の
方
々

か
ら
下
松
の
地
域
文
化
に
関
す
る

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、「
誇
り
高
き

観
光
ガ
イ
ド
」に
な
っ
た
段
階
で

家
族
を
呼
び
寄
せ
、下
松
を
愉
し

ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
趣
向
で

す
。残
念
な
が
ら
感
染
症
へ
の
懸

念
か
ら
、計
画
は
立
て
た
も
の
の

企
画
の
試
行
ま
で
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、状
況
が
改
善
さ
れ

次
第
進
め
た
い
と
地
域
の
方
々
と

　
こ
の
度
、令
和
三
年
度
桜
圃
会
功
労

賞
を
い
た
だ
き
、大
変
恐
縮
に
存
じ
ま

す
。改
め
て
同
窓
会
の
皆
様
を
は
じ

め
、多
く
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
卒
業
後
、四
十
年
間
教
職
に
つ
き
、

退
職
時
が
、丁
度
地
元
の
議
会
議
員
の

選
挙
の
年
で
し
た
。女
性
が
必
要
と
進

め
ら
れ
、そ
れ
か
ら
六
年
間
日
置
町
議

会
議
員
、続
い
て
八
年
間
は
長
門
市
と

合
併
し
た
た
め
長
門
市
議
会
議
員
と

し
て
、活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。市
内
の
様
子
や
状
況
を
知
る
た

め
に
、暇
を
み
つ
け
て
は
く
ま
な
く

回
り
、問
題
点
や
要
望
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
、声
を
行
政
に
届
け
ま
し

た
。多
く
の
人
と
ふ
れ
合
い
、多
く
の

こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、充

実
し
た
十
四
年
間
で
し
た
。

　
ま
た
一
方
で
、個
人
で
も
楽
し
め

地
域
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
を
と
考
え
、ハ
ン
ド
ベ
ル
を
始

め
る
こ
と
に
し
、仲
間
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、二
十
五
人
の
女
性
が
集
ま
り
ま

し
た
。ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
は
弾

け
な
く
て
も
、決
め
ら
れ
た
音
だ
け

を
出
せ
ば
よ
い
の
で
、希
望
の
曲
を

奏
で
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。　
　

 

日
置
町
の
代
表
と
し
て
、二
〇
〇
一

年
の
山
口
き
ら
ら
博
に
出
演
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
を
皮
切
り
に
、市
で
の

催
し
や
施
設
の
訪
問
な
ど
に
呼
ん
で

い
た
だ
き
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。心
を
一つ
に
し
て
、美
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
演
奏
を
終
え
た
時

の
喜
び
は
ま
た
格
別
で
す
。楽
譜
を

読
む
こ
と
で
頭
を
使
い
、ベ
ル
を
振
る

こ
と
で
体
を
動
か
し
、心
身
共
に
健

康
に
な
り
老
化
予
防
に
繋
が
り
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
元
気
に
過
ご
せ
た
の
は

皆
様
の
お
陰
で
す
。本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
昭
和
33
年
被
服
卒
）

　
こ
の
度
、桜
圃
会
奨
励
賞
と
い
う

名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
ま
し
て
、大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。誠
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
院
生
時
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

の
展
示
会
が
き
っ
か
け
で
出
会
え

た〝
作
品
表
現
〞と
い
う
生
き
方
が

ア
カ
マ
ツ
を
使
っ
た
灯
り
を
生
み
、

そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

賞
ま
で
繋
が
り
ま
し
た
。

　
山
口
県
の
県
木
で
あ
る
ア
カ
マ
ツ

の
油
分
に
魅
力
を
感
じ
、素
材
の

可
能
性
を
探
る
べ
く
研
究
を
続
け

た
結
果
、灯
り
と
し
て
の
表
現
を

見
い
だ
し
、こ
れ
ま
で
国
内
外
で
の

展
示
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
参
加
を

経
験
し
ま
し
た
。第
七
回
や
ま
ぐ

ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞
、や
ま

一
つ
も
な
い

　
　無
駄
な
経
験

功労賞功労賞

阿
波

　昌
子

第
二
十
一
回
桜
圃
会
賞

　
　
　
　
　受
賞
報
告

〝
作
品
表
現
〞

　
　と
い
う
生
き
方

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／

　
　
　

モ
ッ
コ
ウ
サ
ッ
カ

　
　
　

　徳
真 

奨励賞奨励賞

ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド 

第
七
十
七
号
登
録
、

ミ
ラ
ノ
万
博
出
展
等
、ア
カ
マ
ツ
の

持
つ
魅
力
を
広
く
多
く
の
方
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
自

身
の
も
の
づ
く
り
の
ス
タ
イ
ル
が
重

な
り
、以
前
よ
り
展
示
会
の
回
数

は
か
な
り
減
り
ま
し
た
が
、そ
の
分

の
時
間
を
作
品
表
現
へ
費
や
し
新

た
な
作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

ア
カ
マ
ツ
の〝
生
〞を
灯
り
と
し
て

表
現
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
軸
に
し
、木
の〝
い
の
ち
〞と
の
関

わ
り
を
見
つ
め
な
お
し
、も
の
の
あ

わ
れ
や
無
常
観
と
い
っ
た
日
本
独

自
の
精
神
性
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
賞
に
選
ん
で
頂
け
た
喜
び

と
共
に〝
生
〞を
感
じ
、今
後
と
も

よ
り
一
層
、作
品
表
現
に
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
平
成
22
年
環
境
デ
ザ
イ
ン
卒

平
成
24
年
大
学
院
修
了
）

■
令
和
四
年
度
桜
圃
会
賞
応
募
要
綱
■

ー受賞後も積極的に活動されていますー 功
労
賞

　
卒
業
後
の
会
員
の
活
動
を
た
た
え

①
地
域
社
会
の
文
化
の
振
興

②
生
活
文
化
の
創
造
や
普
及

③
文
化
的
環
境
づ
く
り

④
地
域
社
会
や
文
化
を
担
う
人
材
育
成

に
寄
与
す
る
活
動
を
し
て
い
る
会
員
若
し

く
は
会
員
が
主
催
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体

に
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
桜
圃
会
本
部
あ
る
い
は
支
部
の
推
薦
、

ま
た
は
他
の
会
員
の
推
薦
を
受
け
て
応
募

し
て
下
さ
い
。

奨
励
賞

　
卒
業
後
の
会
員（
原
則
と
し
て
五
十
歳

未
満
）の
活
動
を
支
え
、上
記
①
〜
④
の
活

動
が
期
待
さ
れ
る
会
員
若
し
く
は
会
員
が

主
催
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
に
授
与
さ
れ

ま
す
。

　
桜
圃
会
本
部
あ
る
い
は
支
部
の
推
薦
、

ま
た
は
他
の
会
員
の
推
薦
を
受
け
て
応
募

し
て
下
さ
い
。

学
生
賞

　
学
生
会
員（
在
学
生
）の
活
動
を
支
え
、

上
記
①
〜
④
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
学
生

会
員
若
し
く
は
学
生
会
員
が
主
催
す
る
グ

ル
ー
プ
や
団
体
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

大
学
教
職
員
の
推
薦
を
受
け
て
応
募
し
て

下
さ
い
。

　
な
お
、受
賞
者
は
選
考
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、桜
圃
会
理
事
会
で
決
定
さ
れ
ま

す
。

応
募
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、山
口
県
立
大
学
同
窓
会
桜
圃
会
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
日
程

（
１
）応
募
期
間
：
令
和
四
年
六
月一日
か
ら

　
　
八
月
三
十一日
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

（
２
）結
果
発
表
：
令
和
四
年
十
月（
予
定
）

　
こ
の
度
は
、桜
圃
会
学
生
賞
と
い

う
、大
変
素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
お
弁
当
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、若
者
の
食
意
識
の
向
上
を
目
指

し
、大
学
生
が
台
所
に
立
つ
機
会
が
増

え
る
よ
う
、二
〇
〇
八
年
の
発
足
以

来
、活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、テ
ー
マ
に
沿
っ

た
料
理
を
一人
一品
ず
つ
持
ち
寄
り
、そ

れ
を
囲
み
な
が
ら
食
事
を
す
る『
お

弁
当
の
日
』を
月
に
一
度
開
催
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、ふ
ぐ
を
捌
く
体
験
会

や
食
に
関
す
る
一
次
産
業
施
設
の
見

学
、和
菓
子
や
パ
ン
な
ど
の
料
理
教
室

の
企
画
運
営
、食
に
関
す
る
研
修
へ
の

参
加
、地
域
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
食
育
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催
な
ど
、

食
に
触
れ
る
き
っ
か
け
作
り
の一
環
と

し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、例
年
通
り

の
活
動
が
困
難
だ
っ
た
た
め
、メ
ン
バ
ー

で
意
見
を
出
し
合
い
、二
〇
一
九
年
度

に
宮
野
地
区
の
食
生
活
改
善
推
進
員

話
し
て
い
る
他
、こ
れ
ら
の
活
動
は

後
輩
た
ち
に
も
引
き
継
が
れ
、さ

ら
に
実
効
性
の
あ
る
企
画
を
検
討

中
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、こ
れ

ま
で
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
地

域
訪
問
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
が
、な

か
な
か
実
行
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
ん
な
と
き
で
も
、私
た
ち
は

新
し
い
方
法
を
模
索
し
続
け
、コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
の
企
画
を
打
ち

出
せ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の

経
験
を
今
後
も
活
か
せ
る
よ
う

に
、来
年
度
か
ら
の
社
会
人
生
活

を
過
ご
し
た
い
で
す
。

　（
文
化
創
造
学
科
４
年
）

の
方
と
協
同
で
開
催
し
た
料
理
教

室
の
レ
シ
ピ
を
活
用
し
て
、レ
シ
ピ

集
と
レ
シ
ピ
集
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

視
聴
で
き
る
レ
シ
ピ
動
画
を
作
成

し
、山
口
市
の
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
や
山
口
市
の
高
校
に
配
布
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、山
口
市
全
域
の
食
生

活
改
善
推
進
員
の
方
と
協
同
で
、若

者
の
食
生
活
に
お
け
る
問
題
点
の

改
善
に
取
り
組
ん
だ
レ
シ
ピ
集
と
レ

シ
ピ
動
画
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、名
誉
あ

る
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、受
賞
を
励
み
に
よ

り
一層
活
動
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　（
栄
養
学
科
３
年
）

食
に
触
れ
る
機
会
を

　
　
　作
る
た
め
に

栄
養
学
科
食
育
系

　
　

課
外
活
動

　
　
　
　
　

「
お
弁
当
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

代
表

　栗
林

　夏
子

学生賞学生賞

シ
ョ
ク
バ
カ
ン
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

大
学
生
有
志
グ
ル
ー
プ

「
シ
ョ
ク
バ
カ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

代
表

　大
窪

　睦
季

学生賞学生賞

栄養学科食育プログラム開発チーム
平成22年受賞

令和3年コープやまぐち「第15回女性いきいき大賞」
コープ山口奨励賞「学生の部」受賞

山口県立大学吹奏楽団BLAZE
平成20年・平成26年受賞

第18回定期演奏会 （於）桜圃会館

MEP
令和2年受賞

地域での赤い羽根共同募金の啓発活動
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　昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
は
ハ

ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
の
日
で
す
。太

平
洋
戦
争
の
始
ま
り
で
し
た
。

　そ
の
年
の
春
に
私
は
山
口
高
女

に
入
学
。こ
の
学
校
に
併
設
の
同

窓
会
館
要
会
館
内
に
県
立
大
学

の
前
身
、山
口
女
子
専
門
学
校
が

創
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　以
来
、生
徒
・
学
生
・
助
手
・
教

師・同
窓
会
と
実
に
長
い
ご
縁
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。感
無
量
で
す
。

　山
口
市
湯
田
出
身
の
中
原
中

也
は
第
一
詩
集『
山
羊
の
歌
』の

「
初
期
詩
篇
」の
中
で
次
の
よ
う

に
歌
い
ま
し
た
。「
帰
郷
」の
終

章
、三
連・四
連
で
す
。

　こ
れ
が
私
の
故
里
だ

　さ
や
か
に
風
も
吹
い
て
ゐ
る

心
置
な
く
泣
か
れ
よ
と

　
　
　年
増
女
の
低
い
声
も
す
る

　あ
ゝ
　お
ま
へ
は
な
に
を
し
て
来

　
　
　 た
の
だ
と…

…

　吹
き
来
る
風
が
私
に
云
ふ

　中
也
は
こ
の
よ
う
に
早
い
段
階

か
ら
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
て
い

た
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　彼
が
三
十
年
の
短
い
人
生
を
駆

け
抜
け
た
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と

私
は
た
だ
茫
然
と
し
て
し
ま
い
ま

す
。「
何
を
し
て
来
た
？
」と
問
う

て
、そ
の
返
事
は
、な
か
な
か
戻
っ
て

来
ま
せ
ん
。

　私
の
長
い
生
涯
の
中
で
敗
戦
と

新
型
コ
ロ
ナ
禍
こ
そ
は
予
期
せ
ぬ
重

大
事
で
す
。そ
こ
で
こ
の
二
つ
を
大

切
に
自
ら
振
り
返
る
時
と
捉
え
、

生
き
る
糧
に
と
決
意
し
ま
し
た
。

　十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
大
学
創

立
八
十
周
年
公
開
講
座
の
主
題
は

「
大
学
を
哲
学
す
る
」で
、結
論
は

「
考
え
、学
び
、生
き
切
る
」で
し

た
。若
い
卒
業
生
と
の
討
論
は
驚
く

ほ
ど
に
聡
明
で
新
鮮
で
し
た
。

　そ
の
喜
び
を
、さ
や
か
に
吹
き
来

る
風
と
共
に
お
届
け
致
し
ま
す
。

　皆
様
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。再
び

お
目
に
か
か
れ
語
り
合
え
る
日
を
‼

（
昭
和
23
年
国
語
卒
）

支部名

関　東

東　海

近　畿

広　島

四　国

北九州

福　岡

佐　賀

大　分

岩　国

柳　井

下　松

徳　山

防　府

山　口

萩

長　門

宇　部

小野田

下　関

支　部　長　名

椎木　正子

東　　淳子

中島　久実

金重　知子

村松　幸子

山本アンナ

原　　  朋子

松林　郁子

栗屋　文世

友田　芙美

福田　玲子

小田　玲子

藤井由美子

田村　敬子

岡村　郁子

藤井　郁子

中村　典子

野田　佑美

鈴木　寧子

田村　三代

(被服62)

(食管H4)

(食物46)

(被服58)

(食物35)

(被服59)

(国文50)

(児文62)

(国文44)

(食物33)

(国文55)

(院H29/児文56)

(院H28/国文45)

(国文H2)

(被服51)

(院H21/国文47)

(保育51)

(看護H16)

(生デH7)

(国文57)

支 部 長 連 絡 先 支部会員数（名）

276-0046

483-8065

664-0003

730-0835

770-8032 

807-0805

816-0943

849-1112

876-0843

740-0034

742-2301

743-0063 

745-0027

747-0064

753-0032

759-3112 

759-4103

755-0801

756-0067

751-0883

千葉県八千代市大和田新田911-11アルファグランデ緑が丘弐番館231

愛知県江南市高屋町旭 74-2

兵庫県伊丹市大野 3-45

広島県広島市中区江波南2-23-13ｴﾊﾞｰｸﾞﾘｰﾝ江波山605

徳島県徳島市北山町岩崎 6-2

福岡県北九州市八幡西区光貞台 2-9-15

福岡県大野城市白木原 5-1-13

佐賀県杵島郡白石町福田 1894-31

大分県大分市中島西一丁目5-10富国パルロイヤル中島西1502

山口県岩国市南岩国町 2-38-27

山口県大島郡周防大島町大字久賀5439-4

山口県光市島田 3-1-11       

山口県周南市糀町 1-3-1303 

山口県防府市高井 531-1-10A

山口県山口市堂の前町4-27-3F1000

山口県萩市大字下田万 1006-2

山口県長門市深川湯本420

山口県宇部市上条3丁目3-3-6

山口県山陽小野田市柿の木坂3-24-7

山口県下関市田倉504

740

135

691

720

333

435

446

135

303

238

219

347

394

528

1,561

202

155

793

224

482

桜圃会支部リスト  (令和3年11月24日現在)

編
集
後
記

　あ
い
も
か
わ
ら
ず
の
コロ
ナ
禍
で
は
あ

り
ま
す
が
、皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

誌
面
で
も
触
れ
て
い
る
通
り
、昨
年
五

月
に
山
口
県
立
大
学
は
創
立
八
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。卒
業
生
と
し
て
、こ

の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
時
に
会
報
編
集

に
関
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。只
ど
う
し
て
も
悔
や
ま

れ
る
の
は
、こ
の
喜
び
を
同
窓
生
の
皆
様

と
対
面
で
共
有
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

（
こ
の
状
況
下
で
す
の
で
、仕
方
が
な
い

の
は
甚
だ
承
知
で
は
あ
り
ま
す
が
。）

　前
回
、前
々
回
と
大
学
新
校
舎
の
完

成・運
用
を
誌
面
に
て
ご
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、今
年
四
月
か
ら
は
い
よ
い
よ

「
厚
生
棟
」の
運
用
が
始
ま
り
、福
利
厚

生（
食
堂・売
店
な
ど
）は
益
々
充
実
し

て
い
き
ま
す
。こ
の
状
況
が
落
ち
着
き

ま
し
た
ら
、是
非
と
も
活
気
づ
い
た
母

校
に
遊
び
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

（
小
橋
記
）

さ
や
か
な
風
を・・・・

　
　桜
圃
会
の
皆
様
へ

萩焼陶板壁画『昇陽』除幕式　　2021年（令和3年7月16日）
山口県立大学特別栄誉教授・萩焼作家　大和保男作　（於）桜圃会館ロビー

会
長

　福
田
百
合
子

ふ
る
さ
と

と
し
ま

謹んでご冥福を
お祈り申し上げます
◆教職員
旧教（名誉教授） 奥田　義博 R1.7.23
旧教（名誉教授） 西村　洋子 R2.4.8
旧教（名誉教授） 猪又　　徹 R2.７
旧教（名誉教授） 中山　英男 R2.11.30
旧教（名誉教授） 二五田公俊 R3.1.14
元学長（名誉教授）高山　　治　　　　  R3.1.30 
旧教 宇多　光雄 R3.2.9
　
◆会員
S20国文 登島貴美子 H30.4.20
S55被服 福田　静子　 H30.5.25
H11国際 笹田　晃代 H30.8
S58被服 友景美英子 R1
S30児童 片山　敏子 R1.10
S30食物 濱田由美子 R1.11.23
S29国文 松岡　智子 R2.4.21
S23養護教員養成所 山中　重子 R2.6.3
S29児童 伊藤　寿子 R2.6.4
S30国文 伊藤　昌子 R2.8
S24国語 吉川ツタヱ R2.8
S30国文 中村　廣子 R2.8.13
S23被服 田中八重子 R2.8.28
S55食物 飯田　敦子 R2.9.1
S31児童 信國　純子 R2.10.28
S28被服 有馬美津子 R2.11
S26児童 清原　昤子 R2.11
S25被服 伊丹美智子 R2.11.29
S34被服 中本　博子 R2.12.10
S26食物 吉田喜代子 R2.12.15
S29食物 田島志津子 R2.12.19
S26児童 磯山　百代 R3.1.9
S22保健 寺西　篤子 R3.1.12
S20裁縫 今田　麗子 R3.1.12
S27被服 植野ミドリ R3.1.31
S38被服 金井　艶子 R3.2.9
S24養護教員養成所 有吉ミキ子 R3.2.10
S32被服 高松　鍈子 R3.2.19
S31被服 宮﨑　吉子 R3.3
S31児童 波多野敦子 R3.3.2
S27被服 島村　渥子 R3.3.31
S25別科 盛山智代美 R3.4.3
S32被服 藤村　啓子 R3.4.19
S33児童 村田イツ子 R3.4.22
S31食物 三浦　邦子 R3.5.4
S31児童 井上　稔子 R3.7.21
S23国語 桑原　照子 R3.9.5
S23育児 松本美奈子 R3.9.26
S24生活 藤井　孝子 R3.10.29
S32被服 野村　京子 R3.11.8
S36被服 村田　宣子 R3.11.10
S19家事 橋本　富子 
S22育児 高橋　和子 
S24育児 日高　　良 
S24育児 藤川　玲子 
S25国語 田中　幹子 
S28国文 古谷　直子 
S28食物 田村沙河子 
S30食物 志田　玲子 
S33食物 水野　昌子 
S34保育 阿座上純子 
S34保育 中村躬枝子 
S36食物 阿土　瑩子 
S38保育 吉本　紘子 
S40国文 山内　和子 
S47国文 塩見るみ子 
H28大学院 岡本　勝利 

恩
師
を
偲
ん
で

　〜
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
〜

① 逝去年月

② 主な役職

③ 在職期間

①
　
令
和
３
年
１
月

②
　
山
口
女
子
大
学
学
長

　 

　
山
口
県
立
大
学
学
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
11
年
５
月
）

③
　
平
成
５
年
１
月
20
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
11
年
１
月
19
日

高
山

　治

①
　
令
和
３
年
１
月

②
　
山
口
女
子
大
学
家
政
学
部
栄
養
学
科
教
授

　 

　
附
属
図
書
館
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
８
年
３
月
）

③
　
昭
和
41
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
８
年
３
月

二
五
田
公
俊

①
　
令
和
２
年
11
月

②
　
山
口
女
子
大
学
家
政
学
部
食
生
活
科
学
科
教
授

　 

　
家
政
学
部
学
部
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
４
年
５
月
）

③
　
昭
和
34
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
４
年
３
月

中
山
英
男

①
　
令
和
２
年
７
月

②
　
山
口
県
立
大
学
生
活
科
学
部
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授

　 

　
生
活
科
学
部
学
部
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
23
年
５
月
）

③
　
平
成
３
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
19
年
３
月

猪
又

　徹

①
　
令
和
２
年
４
月

②
　
山
口
県
立
大
学
看
護
学
部
看
護
学
科
教
授

　 

　
看
護
学
部
学
部
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
14
年
４
月
）

③
　
平
成
７
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
14
年
３
月

西
村
洋
子

①
　
令
和
元
年
７
月

②
　
山
口
県
立
大
学
家
政
学
部
栄
養
学
科
教
授

　 

　
家
政
学
部
学
部
長

　 

　
学
生
部
長

　 

　
名
誉
教
授（
平
成
９
年
４
月
）

③
　
昭
和
51
年
４
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
９
年
３
月

奥
田
義
博 （敬称略）
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